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2023年 7月 11日発行

社会福祉法人 発行人 奥村 博史

東京ヘレン･ケラー協会 編集人 塚本 泉

Established in 1950 発 行 広報委員会

就業規則、関連規程を改正

内規の共通化も図る 理事長 奥村博史

協会の経営状況と超高齢化などの社会状況を鑑み、就業規則や関連の各種規程、内規を見直しまし

た。今年 1月に職員説明会を開催し、塚本泉業務執行理事とともに、改正原案について説明しました。

その後、全職員の意見を文書で集約しました。

その結果、就業規則の主な改正点として、①業務外傷病による休職の無給化②勤務年数に関わらず

業務外傷病の欠勤事由を「1

カ月を超えたとき」に統一③

労災による休業期間における

給与との差額分補償を解消―

―の 3 点について不利益変更

となりました。

一方、点字出版所の公休を

１日増やし、全施設で年末年

始の休日を 12 月 28 日～ 1 月

4 日としました。

また、各種規程や内規も整

理、可能な限り共通化しました。点字出版所のみに規定されていた勤続 30 年休暇・賞与を他の施設に

も適用した他、出産祝い金を「1 万円」から「1 子 3 万円」に増額するなどしました。3 月 20 日の理事

会で承認されました。4 月 1日から実施しています。

L'Oiseau bleu

就業規則改正の職員説明会

「ヘレン・ケラー治療院」開設1年
当協会の新しい拠点として 2022 年 4 月に開設した就労継続支援 B 型事業所「ヘレン・ケラー治療院

鍼灸・あん摩マッサージ指圧」は、皆様のご厚意に支えられ、初年度を乗り切ることができた。

あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師(あはき師)を中心とした就労継続支援 B 型事業所は、

東京都内では初の試みで手探り状態だったうえ、開業当初はコロナ禍のただ中にあった。患者は職員

や関係者のみだったが、感染症対策を徹底し、昨年 7 月から外来患者の受け入れを始めた。ポスティ

ングなどの宣伝活動も行い、今年 6 月末現在で患者数は延べ 850 人に上る。

青い鳥 L'Oiseau bleu
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そうした中、利用者も徐々に集まり、

登録者は 11 名に増えた。月曜日から

土曜日まで開業しているが、平均利用

率は約 6 割で推移している。定員 20

名で、当面の課題は新規利用者の開拓

だ。

また、現在の利用者は 20 代から 60

代で、全員が、あん摩マッサージ指圧

師、はり師、きゅう師いずれかの、あ

るいは全ての国家資格を持っている。

当事業所は、その名の通りあはきの施

術がメインだが、封筒や名刺の点字印

刷業務も行う。今年度に入り、すでに約 3000枚の点字印刷封筒を納品した。

公益財団法人洲崎福祉財団の 3 年間継続事業に認められ、最終年にあたる 2023 年度も 1000 万円の

ご助成を受けることができた。こうした助成金を活用しながら、協会のロゴマークを刺しゅうした利

用者の施術着や各種備品の整備を進めてきた。「治療院」としての宣伝のため、事業所の玄関前にイー

ゼルの手書き看板を出しているが、明治通り沿いの毎日新聞社早稲田別館の敷地を無償貸与していた

だき、助成金を活用して１畳ほどの大きな看板(写真右)

をこのほど設置した。さらなる宣伝効果が期待できる。

また、リニューアルしたホームページからも施術予約

や点字印刷依頼も受けるようになった。地域の皆様をは

じめ、多くの方々と一層連携を深めていきたい。

2023年度音訳･点訳ボランティア養成講習会開催
今年 5 月、久しぶりに点字図書館は音

訳・点訳ボランティア養成講習会を開催

した。1、2回目は音訳・点訳合同で行い、

「視覚障害者理解」をテーマに座学だけ

でなく、ロービジョン体験、ガイドの基

本の体験なども実施した。3 回目からは

音訳は水曜日、点訳は金曜日に約半年間

開催する。

ボランティア養成講習会で説明する点字図書館職員

青い鳥 L'Oiseau bleu

技術向上の訓練に励む利用者の方々
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2022（令和4）年度卒業式
ヘレン・ケラー学院は 3 月 17

日、2022(令和 4)年度卒業式・

修了式・終業式を行った。3 年

ぶりに来賓を招いての挙行とな

った。

卒業生は高等課程 2 名、専門

課程 1名。高等課程 3 年修了生 2

名が加わり、計 5 名に奥村博史

学院長から卒業証書、修了証書

が授与された。続いて、1 年間

の学業成績優秀者をたたえ、優

等賞が 3 名に、努力賞が 2 名に、

同窓会長賞が 1 名に贈られた。 奥村学院長(中央)から卒業証書を渡される卒業生

今回、20 年ぶりに一色賞が 2 名に授与された。

学院長式辞の後、退職される清原修二先生、大

瀧清次先生に、学生代表から花束と記念品が贈ら

れた。また、当日出席できなかった坂本裕二先生

と高野仁先生の退職が報告された。

最後に、卒業生を代表して高等課程 5年の及川

晃子さんが「新型コロナウイルスで学生生活が一

変し、自宅学習でリモートで授業を受ける日々が

続き、登校が再開しても不安でしたが、多くの方

に支えられ、授業や臨床実習を積み重ねることが

できました。学院で培った知識を糧に技術を磨き、

立派な職業人となる努力を続けていきます」と答

辞を述べ、拍手が送られた。

2023（令和5）年度始業式

4 月 6 日、2023(令和 5)年度の始業式が挙行さ

れた。今年度の学生は 5年生 1人、進級した 4 年

生 2 人と編入した 4 年生 1人を加えた計 4 人で、

新たな学院生活をスタートした。

2022（令和4）年度事業報告
【協会本部】

協会の経営状況と超高齢化などの変化に対応す

るため、就業規則を大幅に改正し、各種規程、内

規も見直した(4月 1日実施)。

昨年 7月 6 日、ハラスメントに関する内容を中

心に「職員研修会」を実施した。東京都福祉保健

局管理職研修・ハラスメント担当でもある当協会

監事の岩﨑弁護士が講師を務めた。

視覚障害者への支援に功績のあった人・団体を

表彰する「第 30 回ヘレンケラー・サリバン賞」

で、NPO 法人日本点字普及協会理事長の藤野克
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己氏を受賞者に決定。贈賞式を昨年 10 月 7 日、

オンラインで開催した。藤野氏は今年 2 月 28 日

に死去。享年 79。

「第 72回ヘレン・ケラー記念音楽コンクール」

を昨年 11 月 19日、東京都文京区のトッパンホー

ルで開いた。合唱・重唱部門は前年に続き見合わ

せた。全国から 34 人が参加した。例年の参天製

薬（株）に加え今回、NPO 法人イエロー・エン

ジェルからも協賛を得た（協賛者名「名古屋 宗

次ホール」）。

「同行援護従業者養成研修」を各 4 日間の日程

で計 6回実施した。コロナ下で定員 36人を 20人

に削減、計 89 人が修了した。修了者向けのステ

ップアップ研修を昨年 10月に実施し 20 人が参加

した。

新施設開業を機に、2004 年開設の協会ホーム

ページを全面リニューアルし、協会広報誌「青い

鳥」を 2回発行するなど広報活動を推進した。

協会職員のインフルエンザのワクチン接種に対

し、前年度に続き 1 人 3,500 円の助成を行った。

【ヘレン・ケラー学院】

2022(令和 4)年度は新入生の募集を停止して 2

年目で、年度末の学生は、5 年制の高等課程 5 人

（3 年生 2 人、4 年生 1 人、5 年生 2 人）、3 年制

の専門課程 1 人（3 年生 1 人）。卒業生は、高等

課程 5年生 2 人と、専門課程 3年生 1 人の計 3 人。

修了生は、高等課程 3年生の 2 人。これで卒業生

・修了生は延べ 1,982 人となった。内訳は高等課

程の 3 年修了 1,108 人、5 年卒業 633 人、専門課

程の 3年卒業 241 人となった。

第 31回国家試験は今年 2 月 26、27の両日に行

われた。あん摩マッサージ指圧師試験には現役 3

人が受験し、全員合格。はり師・きゅう師には現

役 3人が受験し、いずれも 2人が合格した。

【ヘレン・ケラー治療院】

就労継続支援 B 型事業所「ヘレン・ケラー治

療院 鍼灸あん摩マッサージ指圧」（ヘレン・ケ

ラー治療院）を昨年 4 月 1 日に開業した。本館 1

階の約 200平方㍍を転用し、東京都のバリアフリ

ー条例に適合するよう入口やトイレを改装するな

どした。利用者は、あん摩マッサージ指圧師・は

り師・きゅう師が中心。初年度の登録利用者は、

あはき師いずれかあるいはすべての国家資格を持

つ 11人（定員 20人）。

公益財団法人洲崎福祉財団から継続助成事業 2

年目の申請が通り計 1,000 万円の助成金を受け

た。財団とは定期的にオンラインミーティングを

行い、事業の進展状況を報告のうえアドバイスを

受けた。

【点字図書館】

2022 年度の自館製作図書のタイトル数は前年

比で、点字図書が 1 タイトル、デイジー図書は 3

タイトルの微増となった。貸出タイトル数では前

年比で、点字図書は 7％減、テープ図書 36 ％減、

デイジー図書 16 ％減となった。

サピエ図書館へ登録したコンテンツは点字デー

タが 72 タイトル 235 巻、音声デイジーコンテン

ツは 53 タイトル 501 時間だった。また当館登録

コンテンツの年間利用状況は、点字データが 1,256

タイトル 4,268巻（延べ利用者数 4,488人）、音声

デイジーコンテンツが 311 タイトル 2,982 時間

（延べ利用者数 12,448人）だった。

今年 3 月末現在の利用登録者数は 1,778 人で、

前年度末から 4人増となった。

中途視覚障害者対象の点字講習は、41 回開催、

延べ 54 人参加。パソコン講習は、延べ 36 人がリ

モートで受講し、音声パソコンの操作などを学ん

だ。点訳ボランティアの勉強会は、各グループで
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計 61 回開催し、延べ 626 人が参加した。音訳ボ

ランティア勉強会を 6 回開催し、延べ 52 人が参

加した。

【点字出版所】

第 26回参議院議員通常選挙（昨年 7月 10 日投

票）で、日本盲人福祉委員会視覚障害者選挙情報

支援プロジェクト（日盲委選挙プロジェクト）の

一員として、点字版・音声版の「選挙のお知らせ」

（選挙公報）の製作を実施した。その他、地方自

治体の首長・議員選挙の選挙公報を受注し製作。

東京都など地方自治体の定期広報や議会だよりの

点字版・音声版を受託し、製作・発行した。

理療教科用図書出版会の一員として、日本理療

科教員連盟と協議しながら、理療科用電子(デジ

タル)教科書の製作に初めて取り組んだ。電子教

科書は、点字教科書のデータを点字ディスプレイ

で表示する「点字データ版」と、拡大文字教科書

を iPadに表示する「UD ブラウザ版」の 2 種類。

慶応大学と点字ディスプレイメーカーの協力も得

て、2023 年度供給開始を目指し、当協会は 3 教

科を担当した。

月刊誌「点字ジャーナル」を年 12 回、生活情

報誌「ライト＆ライフ」の点字版を年 23 回（合

併号 1回含む）、デイジー版を年 12回発行した。

地震など大規模災害に備えて、昨年 7 月から点

字出版所防災委員会の活動を始め、備蓄品の点検、

補充や「防災だより」の発行を通じ、職員の防災

意識向上や災害時の安全確保に努めた。

「盲人用具センター」は、学院や図書館の協力

を得て、在校生や図書館を利用する視覚障害者の

方々に、学習用機材や用具を紹介し販売した。協

会ホームページを通じて利用者の需要を喚起し、

必要に応じて他施設とも相互仕入れを行い、互い

に販路を広げ、利用者の利便性向上を図った。

【海外盲人交流事業事務局】

ネパール盲人福祉協会（NAWB）への支援と

して、当協会が創設に協力した安達禮雄育英基金、

正雄育英基金、順子女子育英基金の３基金による

奨学金給付を継続し、点字製本用材料を提供する

などフォローアップのための側面的支援を実施し

た。新型コロナウイルス禍で中止していた当協会

職員の現地派遣をほぼ 3年ぶりに実施し、現地ス

タッフとの交流や、状況報告を受けるなどした。

事業報告集「愛の光通信」を年 2回発行した。

2023（令和5）年度事業計画
【協会本部】

「第 73回ヘレン・ケラー記念音楽コンクール」

を 11 月 18日、東京都文京区のトッパンホールで

「日本で唯一の盲学生のための音楽コンクール」

として継続開催する。「同行援護従業者養成研修」

を計６回を予定し、１回あたり平均 18 人の参加

者を見込む。協会報「青い鳥」（原則年 2回発行）

や 22 年度にリニューアルしたホームページを通

じて協会事業を周知するなど広報活動を推進す

る。本部 LAN DISK を設置し、就業規則や規程

類などの文書を一括管理するとともに「見える化」

し、職員の利便性を高める。

【ヘレン・ケラー学院】

新入生の募集を停止して 3 年目となる 2023 年

度の学生数は、5 年生 1 人、4 年生 2 人と 4 年生

に編入した 1 人を加え計 4人。
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「学生の国家資格取得」「卒業後の自立」のた

め、通常の授業以外に随時、補講を行い、国家試

験合格率の向上を図るとともに、就職支援に取り

組む。

コロナ下で 2020 年から中断していたが、学生

が臨床実習などでお世話になっている近隣の方々

に感謝の意を込め、無料で施術をする「感謝 DAY」

を夏休み期間中に開催する予定。

【ヘレン・ケラー治療院】

開設 2 年目を迎え、現在 11 人の利用者を定員

の 20 人まで増やし、あはきの施術を中心に点字

名刺の印刷など、視覚障害者の福祉的就労の場と

して活動を広げる。公益財団法人洲崎福祉財団の

継続支援事業（2021 年 6 月～ 2024 年 5 月の 3 年

間）に採用されている。

【点字図書館】

点字・録音図書の製作体制を見直し、迅速な製

作と質的向上を目指す。特に医学関連図書の製作

に重点を置き、三療師国家資格取得を目指す学生

に対しては、資料製作による学習支援に努める。

点訳・音訳ボランティア養成講習を開催し新規

ボランティアの確保を図る。また、活動中のボラ

ンティアを対象に勉強会を開催し技術向上に努め

る。

選書について再考し体制を確立するとともに、

他館製作図書の受け入れや、出版される点字・録

音図書の購入により蔵書の充実を図る。

また、利用登録者の点字図書利用を促すととも

に、広く活字による読書が困難な人たちに向け録

音図書等の利用を啓発する。

視覚障害者への点字講習会を実施する。また、

点字講習会受講者・修了者に対し自主活動の場を

提供する。

見えない・見えにくいことによる不自由さを軽

減するための相談・訓練を実施し、関係施設・団

体と連携しながら適切な支援に努める。とくに障

害初期の人、障害者手帳を持たない人などへ柔軟

な対応を行い、支援の入り口としての役割を担う。

【点字出版所】

4 月の統一地方選挙で各自治体の選挙管理委員

会から点字版・音声版の「選挙のお知らせ」（選

挙公報）の製作を受注して遅滞なく発行する。

2024 年度に文部科学省著作点字教科書の改訂

がある。当協会は 1970 年以来、視覚特別支援学

校小学部「算数」を受注・製作してきたので、今

秋予定される入札でも「算数」を受注し、製作で

きるように努める。

地方自治体の「点字版・音声版広報」や民間企

業の出版物などを積極的に受注し、製作する。

月刊誌「点字ジャーナル」を年 12 回、生活情

報誌「ライト＆ライフ」を点字版を年 23 回、デ

イジー版(音声版)を年 12 回発行する。

「盲人用具センター」は、学院・点字図書館を

通して、視覚障害者、在校生、ボランティアの方

々に日常生活用具等の必需品を購入してもらい、

アフターサービスも行う。

【海外盲人交流事業事務局】

ネパール盲人福祉協会(NAWB)の点字教科書

発行を中心とした事業に側面的支援を実施する。

安達禮雄・正雄・順子女子育英の各基金による奨

学金給付事業が、NAWB を通じて滞りなく実施

されるよう管理する。職員の現地派遣などを通じ

て、こうした事業の実施状況を把握し、現地との

交流・意思疎通を図る。

NAWB から事業報告等が提出されることを条

件に、「愛の光通信」を年 2回発行する。
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資金収支計算書

（自）2022 （令和4）年 4月1日 （至） 2023 （令和5）年 3月31日

青い鳥 L'Oiseau bleu

法人名：社会福祉法人東京ヘレン･ケラー協会 （単位：円）

予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)

事業活動による収支

収　入

就労支援事業収入 1,270,000 1,260,650 9,350

障害福祉サービス等事業収入 20,987,000 20,608,981 378,019

視覚障害者情報提供施設事業収入 214,250,000 216,713,927 △ 2,463,927

学生生徒納付金収入 11,449,000 11,460,400 △ 11,400

その他の事業収入 4,608,000 4,559,000 49,000

経常経費寄附金収入 3,345,000 3,868,543 △ 523,543

受取利息配当金収入 9,000 5,671 3,329

その他の収入 2,144,800 2,165,031 △ 20,231

事業活動収入計(1) 258,062,800 260,642,203 △ 2,579,403

支　出

人件費支出 216,712,400 216,365,670 346,730

事業費支出 33,100,000 32,541,534 558,466

事務費支出 28,117,700 27,844,475 273,225

就労支援事業支出 1,270,000 1,271,534 △ 1,534

その他の支出 0 0 0

事業活動支出計(2) 279,200,100 278,023,213 1,176,887

事業活動資金収支差額 (3=1-2) △ 21,137,300 △ 17,381,010 △ 3,756,290

施設整備等による収支

収　入

施設整備等補助金収入 0 0 0

施設整備等寄附金収入 0 0 0

固定資産売却収入 0 0 0

その他の施設整備等による収入 0 0 0

施設整備等収入計(4) 0 0 0

支　出

固定資産取得支出 2,406,000 2,055,483 350,517

固定資産除却・廃棄支出 0 0 0

その他の施設整備等による支出 0 0 0

施設整備等支出計(5) 2,406,000 2,055,483 350,517

施設整備等資金収支差額(6=4-5) △ 2,406,000 △ 2,055,483 △ 350,517

その他の活動による収支

収　入

積立資産取崩収入 17,402,590 17,402,590 0

その他の活動による収入 0 0 0

その他の活動収入計(7) 17,402,590 17,402,590 0

支　出

積立資産支出 5,019,400 5,016,980 2,420

その他の活動による支出 0 0 0

その他の活動支出計(8) 5,019,400 5,016,980 2,420

その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 12,383,190 12,385,610 △ 2,420

予備費支出(10) 0 － 0

当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) △ 11,160,110 △ 7,050,883 △ 4,109,227

前期末支払資金残高(12) 66,902,223 66,902,223 0

当期末支払資金残高(11+12) 55,742,113 59,851,340 △ 4,109,227

勘定科目
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事業活動計算書

（自）2022（令和4）年 4月1日 （至） 2023（令和5）年 3月31日

法人名：社会福祉法人東京ヘレン･ケラー協会 （単位：円）

当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サービス活動増減の部

収　益

就労支援事業収益 1,260,650 0 1,260,650

障害福祉サービス等事業収益 20,608,981 0 20,608,981

視覚障害者情報提供施設事業収益 216,713,927 245,026,543 △ 28,312,616

学生生徒納付金収益 11,460,400 21,219,680 △ 9,759,280

その他の事業収益 4,559,000 4,829,000 △ 270,000

経常経費寄附金収益 3,868,543 6,323,284 △ 2,454,741

その他の収益 0 0 0

サービス活動収益計(1) 258,471,501 277,398,507 △ 18,927,006

費　用

人件費 221,402,277 223,298,686 △ 1,896,409

事業費 33,870,118 32,651,764 1,218,354

事務費 28,009,489 22,433,058 5,576,431

就労支援事業費用 1,271,534 0 1,271,534

減価償却費 8,714,934 10,301,004 △ 1,586,070

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 3,211,931 △ 3,502,448 290,517

徴収不能額 0 0 0

徴収不能引当金繰入 0 0 0

その他の費用 0 0 0

サービス活動費用計(2) 290,056,421 285,182,064 4,874,357

サービス活動増減差額(3=1-2) △ 31,584,920 △ 7,783,557 △ 23,801,363

サービス活動外増減の部

収　益

受取利息配当金収益 5,671 6,128 △ 457

その他のサービス活動外収益 2,165,031 2,433,175 △ 268,144

サービス活動外収益計(4) 2,170,702 2,439,303 △ 268,601

費　用

その他のサービス活動外費用 0 0 0

サービス活動外費用計(5) 0 0 0

サービス活動外増減差額(6=4-5) 2,170,702 2,439,303 △ 268,601

経常増減差額(7=3+6) △ 29,414,218 △ 5,344,254 △ 24,069,964

特別増減の部

収　益

施設整備等補助金収益 0 4,560,000 △ 4,560,000

施設整備等寄附金収益 0 0 0

固定資産受贈額 0 0 0

固定資産売却益 0 0 0

その他の特別収益 2 0 2

特別収益計(8) 2 4,560,000 △ 4,559,998

費　用

基本金組入額 0 0 0

資産評価損 0 0 0

固定資産売却損・処分損 2 6 △ 4

国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） △ 1 △ 4 3

国庫補助金等特別積立金積立額 0 4,560,000 △ 4,560,000

災害損失 0 0 0

その他の特別損失 0 0 0

特別費用計(9) 1 4,560,002 △ 4,560,001

特別増減差額(10=8-9) 1 △ 2 3

当期活動増減差額(11=7+10) △ 29,414,217 △ 5,344,256 △ 24,069,961

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額(12) 259,834,400 247,988,656 11,845,744

当期末繰越活動増減差額(13=11+12) 230,420,183 242,644,400 △ 12,224,217

基本金取崩額(14) 0 0 0

その他の積立金取崩額(15) 17,029,190 38,190,000 △ 21,160,810

その他の積立金積立額(16) 0 21,000,000 △ 21,000,000

次期繰越活動増減差額(17=13+14+15-16) 247,449,373 259,834,400 △ 12,385,027

勘 定 科 目
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貸借対照表

2023（令和5）年 3月31日 現在

愛の光通信（LIGHT OF LOVE） No.60 2023.7 夏号・Summer

海外盲人交流事業事務局が年に2回発行する『愛の光通信（LIGHT OF LOVE）』は下記からダウンロ

ードして読むことができます。https://thka.jp/kaigai/reports/

法人名：社会福祉法人東京ヘレン･ケラー協会 （単位：円）

当 年 度 末 前 年 度 末 増　　減 当 年 度 末 前 年 度 末 増　　減

流動資産 99,818,284 109,828,928 △ 10,010,644 流動負債 35,294,207 36,511,282 △ 1,217,075

現金預金 74,201,091 84,845,396 △ 10,644,305 短期運営資金借入金 0 0 0

有価証券 0 0 0 事業未払金 6,100,301 7,295,541 △ 1,195,240

事業未収金 10,121,080 9,210,651 910,429 その他の未払金 323,400 0 323,400

未収金 0 0 0 未払費用 1,922,008 1,911,583 10,425

未収補助金 1,099,000 200,000 899,000 預り金 0 0 0

未収収益 0 0 0 職員預り金 707,363 818,971 △ 111,608

貯蔵品 1,013,338 1,013,338 0 前受金 18,434,068 19,071,147 △ 637,079

商品・製品 9,528,153 9,436,759 91,394 前受収益 0 0 0

原材料 2,807,712 4,171,979 △ 1,364,267 仮受金 0 0 0

立替金 47,305 17,820 29,485 賞与引当金 7,807,067 7,414,040 393,027

前払金 25,341 21,976 3,365 その他の流動負債 0 0 0

前払費用 402,494 271,225 131,269

仮払金 0 0 0

その他の流動資産 572,770 639,784 △ 67,014

徴収不能引当金 0 0 0

固定資産 449,123,122 468,312,122 △ 19,189,000 固定負債 44,721,930 40,078,350 4,643,580

基本財産 230,443,852 234,937,616 △ 4,493,764 退職給付引当金 44,054,430 39,665,850 4,388,580

土　　地 99,757,476 99,757,476 0 役員退職慰労引当金 667,500 412,500 255,000

建　　物 90,686,376 95,180,140 △ 4,493,764 その他の固定負債 0 0 0

定　期　預　金 40,000,000 40,000,000 0

負 債 の 部 合 計 80,016,137 76,589,632 3,426,505

その他の固定資産 218,679,270 233,374,506 △ 14,695,236

土地 0 0 0 基本金 17,849,770 17,849,770 0

建物 1,086,384 1,185,067 △ 98,683 国庫補助金等特別積立金 46,983,351 50,195,283 △ 3,211,932

構築物 4,489,915 4,845,207 △ 355,292 その他の積立金 156,642,775 173,671,965 △ 17,029,190

機械及び装置 2,725,078 3,262,856 △ 537,778 2,930,000 2,930,000 0

車輌運搬具 0 0 0 建設積立金 63,136,388 80,136,388 △ 17,000,000

器具及び備品 8,497,391 9,671,325 △ 1,173,934 事業資金積立金 0 0 0

建設仮勘定 0 0 0 就学支援積立金 3,000,000 3,000,000 0

ソフトウェア 0 0 0 施設整備等積立金 30,379,477 30,379,477 0

無形リース資産 0 0 0 人件費積立金 56,000,000 56,000,000 0

退職給付引当資産 44,054,430 39,665,850 4,388,580 一色賞基金積立金 1,196,910 1,226,100 △ 29,190

役員退職慰労引当資産 667,500 412,500 255,000

措置施設繰越積立資産 0 0 0 次期繰越活動増減差額 247,449,373 259,834,400 △ 12,385,027

2,930,000 2,930,000 0  （うち当期活動増減差額） △ 29,414,217 △ 5,344,256 △ 24,069,961

建設積立資産 63,136,388 80,136,388 △ 17,000,000

事業資金積立資産 0 0 0

就学支援積立資産 3,000,000 3,000,000 0

施設整備等積立資産 30,379,477 30,379,477 0

人件費積立資産 56,000,000 56,000,000 0

一色賞基金積立資産 1,196,910 1,226,100 △ 29,190

差入保証金 476,442 476,442 0

長期前払費用 39,355 183,294 △ 143,939

その他の固定資産 0 0 0

純 資 産 の 部 合 計 468,925,269 501,551,418 △ 32,626,149

資 産 の 部 合 計 548,941,406 578,141,050 △ 29,199,644 負債及び純資産の部合計 548,941,406 578,141,050 △ 29,199,644

純　 資　 産　 の　 部

施設整備等積立金(措置)

施設整備等積立資産(措置)

負　　債　　の　　部資　　産　　の　　部
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統一地方選「選挙公報」製作で奮闘
統一地方選挙が 2023 年 4 月に実施された。前半

戦(4 月 9 日投票の知事、政令市長・市議、県議な

ど)と後半戦(4 月 23 日投票の東京区長・区議、市

議など)に分かれ、多くの自治体の選挙管理委員会

から点字版・音声版の「選挙のお知らせ」(選挙公

報)を受注した。3 月半ばから政見公約原稿などの

入稿が相次ぎ、選挙公報の製作作業は、1 カ月に

わたる長丁場となった。自治体数が多く、告示日

が 5 回に分散するため、異なる納期に合わせて作

業日程も細分化し、職員たちは連日、目まぐるし

いスケジュールで作業に追われた。全ての職場、職員の奮闘のおかげで、大きなトラブルもなく作業

を終えられた。

統一地方選「選挙公報」製作に追われる職員

【本部扱い】

賛助会員：参天製薬株式会社

一般寄付：参天製薬株式会社、NPO 法人イエ

ロー・エンジェル、（株）福祉会計サービスセン

ター 代表取締役 宮内真木子、浅野正巳、稲山輝

機、大森晴枝、金谷紫之、神山砂智子、坂本留美、

杉田安男、染川諭、藤岡博、松田弘之、水野進、

HARVEY PAUL A.S.

【ヘレン・ケラー学院扱い】

一般寄付：一般財団法人一枝のゆめ財団、甲斐

直彦、金谷紫之、山口朋世、匿名

2022（令和4）年度

ご寄付者名簿

令和4年4月1日～令和5年3月31日

五十音順（個人団体の順）・敬称略

温かいご支援ありがとうございました！

【点字図書館扱い】

賛助会員：青木弘、秋山由美子、磯崎治子、宇

田勉、小柳紀男、斎藤紀年夫、鈴木健夫、鈴木由

紀、楯香津美、田中秀臣、畑千尋、坂西ひとみ、

福島ふさ子、古川雄、星野博子、松井忠夫、松浦

節子、宮本牧子、村上工、矢藤敦子、山内経、米

田日出明

一般寄付：青木弘、秋山由美子、甘粕貞子、岩

野英夫、宇和野康弘、遠藤久子、笠井実、酒井町

子、塩田和夫、白川恵美子、鈴木由紀、須藤憲一、

田澤芳行、谷口旭、田村徳章・みどり、中尾靖博、

二瓶幸子、長谷川あけみ、畑秀美、平野邦雄、藤

田ひろ子、星義、本間みさ子、松田千富美、峰松

雄三郎、村瀬幸子、室岡見致、森明彦、矢藤敦子、

柳崎秀夫、山﨑洋子、油布勝美、渡辺武松

【点字出版所扱い】

一般寄付：浅野正巳
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【海外盲人交流事業事務局扱い】

一般寄付：安藤生、飯田光江、石田隆雄、岩室

純子、岩屋芳夫、植竹清孝、上野伊律子、遠藤利

三、大垣内勇、大西正広、大橋東洋彦、大森純子、

岡本好司、貝元利江、勝山良三、加藤万利子、川

尻哲夫、川田孝子、小泉周二、小島亮、小林良子、

小森愛子、斎藤惇生、酒井久江、坂本留美、佐々

木秀明、指田忠司、佐藤達夫、白井雅人、杉沢宏、

鈴木洋子、須原ひとみ、高橋恵子、田中正和、生

井良一、林紘子、原田美男、樋渡敏也、富久縞博、

増野幸子、松井繁、松本大、御本正、三宅正太郎、

茂木幹央、山口節子、渡辺勇喜三、

小林動物病院、学校法人聖明学園古和釜幼稚園、

株式会社高垣商店、有限会社ヤマオー事務機

第73回ヘレン･ケラー記念音楽コンクール 11月18日

「第 73 回ヘレン･ケラー記念音楽コンクール」を 11

月 18 日（土）午前 10 時から、東京都文京区の「トッパ

ンホール」にて開催します。

昨年に続き、厚生労働省発表の感染症対策基本方針、

および東京都新型コロナウイルス感染症対策条例ガイド

ラインに則り開催を予定しておりますが、当日の運営方

法などについては適宜協会ホームページで公開いたしま

す。

社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会

ヘレン・ケラー記念音楽コンクール係

Tel:03-3200-0525

E-mail:onkon@thka.jp

理事

奥村博史 東京ヘレン・ケラー協会理事長

塚本泉 東京ヘレン・ケラー協会点字出版所長

横山晴夫 （株）ワールドスチューデントヴィレッジ

代表取締役、NPO法人共生ネットワーク理事長

楯香津美 弁護士、青山学院常務理事

渡部聡 元公益財団法人毎日新聞東京社会事業団常

務理事

松上文彦 元毎日新聞紙面審査委員長・編集局次長

監事

岩﨑雄大 弁護士

宮井洋 元毎日新聞社取締役 管理統括 経理担当

評議員

加藤美代子 元トーア早稲田マンション自治会長

山内修 元橫浜市立盲学校長、元ヘレン・ケラー学

院専任講師

長岡英司 （福）日本点字図書館理事長

渡邊武松 ヘレン・ケラー学院同窓会会長

鈴木武夫 元東京都福祉保健局障害福祉部計画課長、

元医療法人財団綜友会理事長

長岡雄一 （福）日本盲人社会福祉施設協議会理事長

君島淳二 (福）日本障害者リハビリテーション協会

常務理事
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編集後記

私事で恐縮ですが、6 月 3 日早朝、胸を圧迫さ

れる苦しさで目覚め、救急車で病院に。急性心筋

梗塞と診断され、カテーテル手術を受けて 2週間

近く入院しました。健康診断などで心臓の問題を

指摘されたことはなく、まさに晴天のへきれきで

したが、主治医からは「今回はラッキーだったと

思ってください」と釘を刺されました。健康管理

の大切さを改めて肝に銘じた次第です。

そういえば、新型コロナウイルス感染症の感染

症法上の位置づけが、5 月 8 日に季節性インフル

エンザと同レベルの 5類に引き下げられてから約

2 カ月。新規感染者数が全国的にじわりと増えて

きて、日本医師会幹部は「第 9 波との判断が妥当」

と指摘しています。厚労省の HP によると、5 類

移行後に罹患した場合、法律上の外出自粛は求め

ず個人の判断になるが、5 日間外出を控えること

などを「推奨」するとしています。「個人の判断」

と言ったって、職場への感染リスクなどを考えれ

ば、そうせざるを得ないでしょう。点字出版所で

も当面は従来通り、職場への連絡、医療機関への
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受診、回復まで自宅療養――などの対応をお願い

しています。うだる暑さの中、熱中症に気をつけ

ながら人混みでマスクを着用するのは難儀です

が、これも健康管理と割り切り、やっかいなウイ

ルスへの警戒を続けなければならないようです。

今号 1 面掲載の「就業規則、関連規程を改正」

は、社会保険労務士と協議しながらほぼ 1年がか

りで作業しました。併せて雇用契約書などの見直

しも行い、就労環境の整備・改善を図りました。

(塚本泉)
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